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貝類（内湾産） ＜クビキレガイ上科 カワザンショウガイ科＞ 愛知県：絶滅危惧Ⅱ類 （国：絶滅危惧Ⅱ類） 
GASTROPODA (Inner Bay) ＜TRUNCATELLOIDEA ASSIMINEIDAE＞ AICHI：VU （JAPAN：VU） 

カハタレカワザンショウ Assimineidae gen. et sp. 

 
【選定理由】 
 本種は和名だけが提唱された未記載
種で、属位についても不明である（和
田ほか, 1996；福田, 2012）。県内では
内湾奥の河口域に発達したヨシ原湿地
内の転石下より採集された（木村･木村, 
1999）。本来は内湾域の転石地の深く
埋もれた石の下面が生息環境である。
その後の調査で、河和（三河湾）の砂
礫が堆積した上部付近の埋没石の裏よ
り 5 個体が採集された（早瀬・木村, 
2017）。県内における生貝の記録は 2
例しかない。 
 本種は微小種でかつ特殊な環境に棲
むので発見が難しい種ではあるが、県
内での生息記録の少なさから、絶滅の
可能性が高い種であると評価された。 
 
 

【形 態】 
 カワザンショウガイ科としては特異
な形態で、螺塔が低く臍孔は大きく開
く。殻径が約 1.5 mm 程度の微小種。 
 
 
 

【分布の概要】 
【県内の分布】 
 上述したように現在まで確認された生息地は 2 ヶ所のみである。 
【世界及び国内の分布】 
 現在まで日本でのみ発見されている。東京湾（小櫃川河口）・油谷湾〜九州南部（川内川河口）に
分布する（福田, 2012）。東海地方では英虞湾（河辺, 2000）でも生息が確認されている。 
 

【生息地の環境／生態的特性】 
 【選定理由】の項参照。 
 

【現在の生息状況／減少の要因】 
 本種は内湾から湾口部の河口域の特殊な生息環境に生息し、生息場所自体が護岸工事や埋め立て
などで容易に改変もしくは消失する可能性が高い。 
 

【保全上の留意点】 
 内湾の潮間帯付近の環境を保全する。干潟の埋め立てをこれ以上行わないこと、護岸工事につい
ては干潟側を一切改変しない工法などを用いて施工する必要がある。工事の過程で重機を干潟側に 
一時的に乗り入れることだけでも大きな影響を及ぼすと考えられる。 

【特記事項】 
 本種の和名の由来は「彼は誰」であり「カワタレ」と表記するのは誤りである（福田, 2012）。 
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